
中部大学教育研究　Na8 (2008) 59-66

携帯電話を利用した調査作成のための

Authoring Systemの開発と利用者の評価

水野　りか､松尾　崇史

1序論

最近では､ほとんどの学生が携帯電話を所有し､常

時携帯している｡実際､総務省が2006年度に実施した

調査では(総務省, 2007)､携帯電話の世帯普及率は

89,6%と､固定電話と全く同じ普及率となっている｡

また､大学生･大学院生の携帯電話の所有率は2001年

度の時点の内閣府の調査では94.0%であったが(内閣

府, 2001)､ 2006年度､ 2007年度の心理学科の新入生

の調査では､約98%の学生が携帯電話を所有していた｡

また､若年層の所有率も飛躍的に上昇しており､ 2006

年度に内閣府が実施した若年層の調査では(内閣府,

2007､小学生の31.3%,中学生の57.6% (2001年度は

24.6% (内閣府, 2002))､高校生の96.0% (2001年度

は95,2%)が携帯電話を所有している｡

このように普及した携帯電話を利用すれば､幅広い

年齢層の人々に対し､調査場所を問わず､いっでも調

査を実施することができるo　これにより､調査の種類

や機会が飛躍的に増し､従来できなかったようなon-

timeな調査､遠方の対象の調査､学生以外の対象へ

の調査､縦断調査､コホート調査なども可能となり､

研究の幅が飛躍的に広がる｡そして､携帯電話調査で

送られる回答デ-タはテキスト･ファイルとして保存

されるので､膨大なデ⊥夕を入力する手間や誤りもな

く即座に統計処理に取りかかることが可能となる｡こ

うした調査の多様化･分析の簡便化と迅速化がもたら

す学問的意義は､実際計り知れない｡

ただ､多くの研究者や学生には､どうすればそれを

作成し､実施することができるのかがわからないし､

わかったとしても作成するのに手間がかかるのでは旧

の木阿弥である(せっかくの簡便さが台無し､消えて

しまうと言いたい)｡

そこで昨年､本誌において､教育･研究利用のため

に開発した携帯電話用調査システムを紹介した(水野,

2007)｡このシステムは､調査用cgiプログラムを自身

のcgi用ディレクトリに保存した上で､調査タイトル､

教示文､質問項目､質問の仕方(何件法/自由記述)

等を決められたフォーマットのテキスト･ファイルを

作成して(表1)､これを白身のユ-ザ･ディレクト

リの適切な箇所に保存すれば､簡単に携帯電話調査が

実施できるというものであった｡この調査方法に対す

表1質問項目ファイルの作り方｡与件20項目と自由記述1項目の場合の例(水野, 2007より)
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2行目 ��枚GG�｢��7箕62�6Ⅲ'V�6ｧ��ﾖ立V踟"��終了後に飛ぶページのURL.描 定しない晴は1行空けるn 
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10行目 �� 釘�5(98788X�ｸ5�,���+X,I�X+X-ﾘ/�ｫH+h,H*(.津ｳR� 
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12行El �� 澱���ﾞﾈ/��G8+x.�,ﾈ,X,ﾘ,�*(*�,h*(,(.�ｻ�.ｨ,H*(.��ｳｳR� 
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15行目 �� 湯�5(98788X�ｸ5�/�諄*�*H,h+x.�,iW8��,斡9<�,�,�.任ｳR� 

16行目 �� ����5(987(8bﾘ5�,ﾈ������曳ｲ�/�<x/�,Yyﾘ��,X*ｸ.偵ｳR� 
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18行目 �,ﾙD8�2� ��"��ｩKｨ+X+ﾘ,h*ｸ,ﾈ5(98788X�ｸ5�,ﾉKﾘ呵/�-ﾘ.�,ﾈ*ｨﾔH*ｸ+粤ｳR� 

19行目 �� ��2�5(98788X�ｸ5�/�諄*H,ﾈ,ﾘﾉ�*(,X*�.偵ｳR� 

20行目 �� ��B�5(98788X�ｸ5�/�y駅�+x.�,ﾈ/�ｻ�.ｨ,H*(.�8ﾓ｣R� 

21行目 �� ��R�5(98788X�ｸ5�,���+X,H�ﾘ,�4ｹ��,����ﾈ/�ﾗ8*h.偵ｳR� 

22行目 �� ��b�5(98788X�ｸ5�,ﾉ��,俐�,(,H.�ｻ�Wﾈ,ﾘ,�*"羌R� 

23行目 �� ��r韭��ﾘ/�.�,�,H5(98788X�ｸ5�/���ﾞﾈ,X*ｸ.偵ｳR� 

24行目 �� ��り5(98788X�ｸ5�,X覃馼/�+x.�,ﾈ,ﾘｴ9Zｨ*ｨ*(*(�ｳｳR� 

25行目 �� ��定5(987(8bﾘ5�,ﾉ��,俐�.�,iWﾈ*(.h*H,悪H+h*ｨ+x.�#ｳR� 

26行目 �� �#��5(98788X�ｸ5�/���ﾞﾈ+x.�,bﾉ�ﾈ*ｨﾖH*ﾘ,�,�,H+X-ﾈ*B羌R� 

27行目 ���#��+ｸ,ﾉ�ﾂﾈ5(98788X�ｸ5�/�ｧx�+x.鎚*�.�*(,ﾒﾈ5(98788X�ｸ5�,Xｧx�+x.�,�*�+ﾘ,"�質問項目○";〟(セミコロン)の 
て.感じている不安や期待.あるいは,要望があれば,何でもお書き下さい.介ee 从停呈ｶVR(,h��*�,韭冰(ｴﾈ����
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る学生評価アンケートの結果も非常に良好で､ ｢親指

族｣と呼ばれる学生たちがこの調査方法に対して極め

て肯定的であること､特にいっでも､どこでも､誰に

でも実施できるというユビキタス性を非常に高く評価

していることがわかった｡

しかしながら､このシステムも運用してみると､

1.利用できるサーバがない｡

2, cgi等について全く知識がないため､パーミッ

ション等の変更すらままならない｡

3.書式に沿って作るのが面倒である｡

等の問題があり､利用がなかなか進まないことがわかっ

た｡

そこで本研究では､こうした問題をすべて解決した､

ユーザ･フレンド7)な携帯電話調査作成用Authoring

Systemを開発するものとした｡

2　Authoring System開発

2.1概要

上述の1と2の問題を解決するために､まず､ cgi

自体は心理学科技術員のサーバに設置し､その下にユー

ザのディレクトリを設けて問題を保存してもらうもの

とした｡ただし､セキュリティの関係上､どうしても

各ユ-ザにはユーザ名とパスワードを入力して各自の

ディレクトリにファイルを保存してもらう必要がある

ため､事前に技術員にユーザ登録を申請してもらうも

のとした｡

次に､ 3の問題を解決するために､ Webページか

ら必要項目を入力できるインターフェイスを作成し､

記入を求められている調査情報を入力しさえすれば情

報ファイルが作成されて適切な箇所に保存され即座に

携帯電話調査が実施できるようにし､加えて､過去の

調査の参照･修正･追加も可能にするものとした｡

なお､イ也学部や他大学でこのシステムを利用する場

合は､サーバ管理者に8gi (要望があれば送付)を設

置してもらい､同様の手続きでユーザ･ディレクトリ

を設けてもらうか､あるいは､曙iプログラムの中の

ディレクトリを書き換えて自身のcgi用ディレクトリ

にcgiプログラムを保存してもらえば､既存のサーバ

とユーザ･ディレクト1)でもAuthoring Systemを利

用することは可能であるQ

2.2　利用手順

1ログイン

携帯電話調査作成システムのURL (http://psy.isc.

chubu.ac.jprrune/cgi-bin/slユrVey_System/)にアク

セスすると､ユーザ名とパスワード入力を求められる

ので､登録申請後受理したII)とパスワードを入力す

る｡

■) 倅ｨｴｲﾂﾆ定自>��洩�ょｂ霰�謨�ﾒﾂ#ﾘ��*h���冕��

I ��紙 

ユサー棚挺pふ.&ふ 劍�2�

粕ワ一声(か榊榊…章 口?.'B.V讃戎溝持湖 

皿⊂至亘璽コ 

図1　ログイン画面

2　初期画面

図2に示す､初期画面が呈示される｡初期画面には､

1.新規作成､ 2.既存の調査の編集･削除､ 3.実

行画面の確認､ 4.調査のURL､ 5,データのダウ

ンロードの5項目がある｡

アイ)雌　蝶粉　砕粥か　耽Agは? 7L,-)H33　ヘルプ噛　　　　　　　　　　　　　　符

凄BE柔　感　薫瀦鞄誘n･術☆脚加尊鎧･亀かV,盈偽

携帯電話用調香雅成システム　初期画商

斬親作成

析L,く違馬茸宅倦成するに駄　r訴璃汚成jボタンをクリックして(ださい｡

l醐作成J

琉存の常套の薄紫･部枠

作成済み0孟23空OTfl専･弟果0碍譜､雷電､別脚出来放す.

茸鋳済みの調悪は奉りません｡

斯甫市の雅男

以下のリンクかる素行南面将領招出来ます■ (涌集中令葡面の領空もでき課す● )
史論.,Pみ¢羽更は馬りません.

消去のURL

現実を貫通する鳴禽に硬調覇者に宗内するV札を. RlTLこ:示します.
里錬済みの調査は番IJま甘ん.

データ管理

データの歌碑や削指ができます｡
党辞清めの覗茸は市りません.

図2　初期画面

1)新規作成　新規作成を選択すると､図3のよう

に､ 1.調査タイトル､ 2.教示内容(携帯電話ブラ

ウザには容量制限があるので､長すぎないよう注意)､

3.回答法(三件法か五件法を選択｡ただし､自由記

述項目は後で別途指定することができる｡)､ 4,振り

分け文の指定(五件法なら｢1.あてはまらない｣か

ら｢5.あてはまる｣など)､ 5.終了画面にリンク

表示するURL (他の調査を連続して行いたい場合な

どに最終画面にそこへのリンクを掲載するため｡必要

がなければ記入しなくてもよい｡)､ 6.質問項目･回

答法の入力画面が呈示される｡

1から5を入力したら､ 6で質問項目数を入力して

設定すると､その数だけ項目記入欄が表示されるので､

質問項目と､回答法(先に入力した｢～件法｣か｢自

由記述｣か)を選択するo図4の例では､ 16と設定さ

れている｡質問項目数は､入力途中でも､入力内容を

維持したまま変更することができる｡
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1.lJ-)LtD JVL･列坦

窃取一意　通底療P僻☆脚こ袖磯紛惑欝　k}hF勉.惑

調査樺成

約頚の苦不硝領を入力してくh,～:さい.

1,調遺タイトル

調票･53イトルモ入力してください◆

2.載赤内容

敬慕文を入力してくださいJ,

寺一回雪法の選択

変更すると.練り分け文の設定内苛(次項)が､初男耶ヒされ手す｡

滞輔五菜
51由紀法項回は瑞朋lJ培指更で窄ます.

4.蛎L)分け文の指定

文を長くしすぎちと､硯帯電払ブラウザ0響丑利府で&.示しきれない唱名hJlあります.

構頭ま瑞tlq J ヨまどろ細い払い】

5ー韓7両商にリンク藻示するl訳し

本意fI悪帯7遅滞に､別や?13bページへのlJンクモ親房することができます｡ ,k要な場合はj戎下にその触b
ペ-ジの解し篭妃入してください+

必要ない切創王妃入L.机ヽでくだきい.

6,茸問項目･回書法の入力

究悶項目数を入力して､奴文ボタン竜神1.でください｡入力した紋の人力偶が表示されます†
句日放は､ !麦から鷲更で晋ます｡

注悪日71台故老洩らすと､瀕少分の対照項ヨは､礁飛されます◆

駕間項目鞍…:j蕪I:細目笹引
兜悶文と､回等方茂を濁況してくださいサ
rこ¢項ヨ毛よへj rTへjで入力t,た項ヨ¢渦番を変更することが出来ます.

硯帯電詣ブラウザでは しきれない堵合が85t)ます

図3　新規作成画面

完了する場合も､図4の例のように入力途中で一時

的に終了する場合でも､必ず､一番下の｢保存｣ボタ

ンを押してこの現状を保存する必要がある｡保存する

と､初期画面が図5のように変更される｡

2)既存の調査の編集･削除　既存の調査の編集･

削除を行う場合は､図5のように(1)の対象となる調査

のボタンをチェックした上で､ほ)の編集･削除から必

要な操作を選択し､ (3)の実行ボタンをクリックする｡

削除を選んだ場合は､図6のような削除確認画面が表

示され､削除ボタンで削除が実行される｡編集を選ん

だ場合は､作成中の図4と同じ画面が表示されるの

で､質問項目の入力等の編集作業を継続するo質問項

目の順序を変更したければ､右の｢上へ｣ ｢下へ｣ボ

タンをクリックすればよい｡

完了したら必ず｢保存｣ボタンをクリックすること｡

すると､図5の画面が再び表示される0

3)実行場面の確認　実行画面を確認したければ､

該当する調査名のホットリンクをクリックすれば､図

7のような実行画面を確認することができる｡

注意していただきたいのは､この画面が本当の実
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?㌢JJ柑　卿　統治　輸こ声β(が　ツーJHか　～好く抄

窃取,尊　慮感 df-)解褒御感衰-義認;,i患塾

調査碓成

規喬のき本絹将を入力してください.

I.弱まタイトJi,

餌茸タイトルを入力してください.

2,教示内容

敬志文を入力してください.
文を長くしすぎると､甥帯句砧ブラウザの守見制硯で熊宗しぎわなtl.埼書が萄i)毛す.

[議席Jボタン苛クリ･}クlJT国辱を議増して下さ

3.回禁漁の講釈

空軍すると､滑り分け文の冷罵内守(次項)が. aZ)嗣it:され正す.

至芸伸治や皇'616'記法項馴3L汝で馴潮等晃でぎ3.す.

4.頻り分け文の措定

文を濃くしサざると. †発帯電拍ブラウザ◎守景制限で漁示し挙れない場合b-t蒔i)支守n

Si非常にそう莞51 i

5.韓7百両にリンク盈泰する帆

布明男持7粛面に.別¢hbページへLD I)ンクを東京耳もことがぞ署ます.必茶棚合1毒炎下にその恥5
ページOV月Lを記入してください.
lB羊ない場合は紀入LtJtいでください.

8.東関靖国.国賓漁の入力

丹頂項f3数を入力して､視覚ボタンを押してください.入力した取の入力偶が禿宗されます.
コ顎月掛は､鳩から変究できます◆

弦BH項目枚を預らずと.韻少分の甥悶項目にL破讃されます.

開項目教室:コ相匪〕
盟滞文と.垣将方法を沼1RLでください.
rこ0現8雪上へJI †TへJで入力した項日の瀬埠を変更することが出蕪ます●

文覆点くL,すぎると 甥帯電結ブラウザでは

図4　作成中の画面

行画面であるということである｡携帯電話の調査は､

表示容量や見やすさの関係から､ 1ページ10項目ずつ

表示される｡したがって､図7の下の2ページ日以降

の画面を表示するためには､仮の回答を入力して湛ま

ねばならない｡また､一番下の｢回答の送信｣　をク

リックすると､その仮の回答が実際に保存される｡よっ

て､その分は分析の前に削除するか分析からは除外す

る必要がある｡

図5の初期画面に戻る場合は､ブラウザの｢戻る｣

ボタンをクリックすればよい｡

ヰ)調査のURL　図5のように表示されているの

で､　これを被調査者の携帯メールに送信したり､図

8のようなQRコード化して調査を促すWebページに

掲載しておいたり(QRコードを容易に作成できる

Webサイトや(例. http://qr.quel.jp/form_bsc_ur1.

php)やフリー･ソフトがある(例. http://www.

vector, co ,jp/vpack/filearea/win/writing/lab el/bar
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⑳熟･◎　遇蛋挽iCj触唐紙加磯盛･亀農　工;私感

携帯電話用講義俸成システム　初期画商

新規作成

析しく講究宅作点す引こ臥　r折縄持戒jボタンをク:)･･}クしてください.,

仁琴準琴琴〕

脚宏の平典･灘除

塀戚窮み¢網糞の内管･増栗や確漂､空男､削除か出来ます●
13.7のリストが攻寄探長講み0窮茸タイHむです.調頚内容のj召集､熊取が出親告す.
(り労務となる珊票0ボタンをチェックしてくtcAさい.

◎コンピュータ中細についての鯛蛮アンケート
は)対訳したま熊糞に芳しで巧う錦符を闇甥i.'て(ださもlq

蔓'3套玩､餅≡

↓ご｣~
好奇となる葺苑定Il!‡と1寺拝内野(.2)を項芳Et'､よういざればr;蒋汚j 'ボタン宅押してください.

新南面の練習

以下のリンクから薄汚覆面の頚窮出宗ます. (絹集中o南面0鵡窮もできます. )

_a:.,:_婆､?.二年草邸羊__?_i 1号や野蛮,芝..ZlTここ,章二_

鯛変の螺L

調頚を罪,?_する場合に宅調漂着に茶内するtE良しを､戯下に示します◆

コンピュータ利用についての羽音アンケート; ht紬;//psy..I吉G.紬.ac.jPrr朋/由卜

bi n/slJⅣey/Survey.亡昌?dくey=m i Zm砲丸ey=2008糾朋か抑O

データ常理

データの取得や別玲5･官尊ます.
り)LmLデータ領紀をす巻調茸をチェックしてください,

コンピュータ等胴についITの調蛮アン･7-ト:チ-タなし
は)遡訳した調篭0デー列こ対して幣う祷侍を謁映してください.

雫習榊ンを冷すと.鰍古紙備翻します.
≡■'.~ど

図5　既に作成した調査が奉る場合の初期画面

プアイJl唖)卿　捌　老熟三人引か　ytJR･･]'S　へ,むプ!iD

感薗β柵栗脚aD

コンピュータ不安調査0実検データ則除確認

別旅するデーf}有無宗してい言す｡本号削ここ07lJ-夕空削除してよろしいですか1

焼玉に環招OJ:､ -尊下の削除ボタンを申してください.別旅した調茸やデータを戻すこと13出来ません.
判侍を顎t)や9_･ち壌合は､叔70リン9より茂ってください.
ヂ-タ頬藻淵m申0､データ4)執矧ま授克てくだ言い.今こ砕辞棚)=も､状しいデータが娼加されてt,1石河
罵憶野市LJます.

雌蝶二筆写鼻

的123卓5.】 ,守,9.A.5

匝堅】

節顎蒜苗kb･好t"W叫帆`d" uIP'仰叫~'州Vl"Wl一叫小叫叫叫州仙州仙T.州て叩仰叫仙仙I仙■lW…仰<W鱒J:Jb･一触ト

図6　削除画面

code/))､あるいは､携帯電話用Webページのどこか

にリンクを張っておけば､調査画面に簡単にアクセス

させることができる｡

5)データ管理　調査後は､図5の初期画面の一番

下のデータ管理で､データのダウンロードと削除がで

きる｡対象となる調査をクリックした上で､ダウンロー

ドか削除かを選び実行する(図9)｡ダウンロードさ

れるファイルは､タブ区切りのテキスト･ファイルな

ので､ Excelでタブを区切りに設定して開削ぎ､すぐ

に分析に取りかかることができる｡
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図7　実行画面

図8　調査URLのQRコードの例
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誘発のl札

苅頚を宗遺する塙合に読現題者に茶内するり札を､以下に示します..
コンピュータ利用についての調査アンケート: ht紬;//1W. iSC.d血.aC.jprTtle/cs卜

ら iぬrvey/別fYey. C暑持漣.ey=n i抑r蜘y=2Ot帥403e;9Oe:

データ苧環

データ窃取碑や刑輪ができます｡
iりU乳､データ層沼をする納まをチェックしてくだ引l.

¢コンピュータ利用についての訴変アンケート
は)習訳した調茸ゆヂ一別こ対して滑う繰呼を習訳してくだ凱16

ボタンを押すと､讃祝された伸栗を考rTt,ます｡

図9　データ管理選択画面

3　実際の携帯電話画面

携帯電話でこの調査にアクセスした際の様子を図10

に示す(ェミュレ一夕使用)0

図10　携帯電話画面の例

3　利用者の評価アンケート実施

3.1問題と目的

昨年の研究では(水野, 2007)､携帯調査自体の評

価アンケートを実施したQ　そして､冒頭に記したよう

に､この調査の被調査者であり将来の調査者でもある
●

学生の携帯電話調査に対する評価が極めて高いことが

明らかとなった｡
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そこで本研究では､調査自体ではなく､今回開発し

たAuthoring･ Systemを数名の利用者に試用してもら

い､その評価アンケートを実施するものとしたo

ただし､今回の調査の被調査者は､調査を行う側の

教員であるため､さほど多くの被調査者を得ることは

できない｡

そこで､各調査項目に評定欄のみならず自由記述欄
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を設け､個々の回答を詳しく検討することで､本シス

テムの利点･欠点を明らかにし､今後の利用推進や改

良のための指針とするものとした｡

3.2　方法

本システムで開発したWeb調査作成Authoring

Systemを用いて作成した評価アンケートを実施したo

ただし､自由記述が多く､かつ､教員は学生ほど携帯

操作に習熟していないため､教員にはPCで回答して

もらうものとした｡

調査時期　平成20年4月～7月

被調査者　中部大学教員4名

質問項目　以下の6つの視点から､計34項目の質問

項目を作成した(詳細はAppendix)｡

1.登録について: 3項目(自由記述1)

2,編集画面について:18項目(自由記述4)

3,実行画面について: 2項目(自由記述1)

4, URL表示について: 3項目(自由記述1)

5.データ管理について: 3項目(自由記述1)

6.学生に利用させた際の印象等について: 5項目

(自由記述1)

手続き　まず､本システムで実施したい調査を作成

してもらい､その調査を実際に学生に対して実施して

いただいたoその上で､メールで送信した評価アンケー

登録について

登録が面倒であるb

トのURLにアクセスしていただき､質問項目に回答

いただいた｡

3.3　結果と考察

平均評定値　自由記述以外の､ 5件法で回答いただ

いた項目の平均評定値は､図11に示す通りである｡こ

れを見るとわかるように､平均評定値が中央値の3を

上回る項目は､ 7) ｢回答法が3件法と5件法と自由

記述だけでは困る｡｣､ 19) ｢何項目かごとにまとめた

い時があるので､節を表示できるとよい｡｣､ 25) ｢ど

うせなら､ QRコードも出力してくれるといいと思う｡｣､

32) ｢学生にはこうした調査方法は好評だった｡｣の4

項目で､改良を求める項目は､前者3項目だけで､全

般的に極めて肯定的な評価が得られた｡

自由記述　自由記述で書き込みの多かったのは､上

記の改良を求める項目に付随した意見であった｡以下､

項目毎に希望を整理した｡

1. 7)の回答法に関連した希望:｢2項選択(あ

る/ない)がほしい｡｣､ ｢3件法から6件法まで偶数

の件法にも対応してほしい｡｣､ ｢項目毎に件法を変更

できるとよい｡｣､ ｢同じ5件法でも､ (節毎に)ラベル

を変えられるようにしてほしい｡｣

2. 10)の終了画面に開通した希望: ｢終了時の教

示も操作できるとよい｡｣､ ｢終了の仕方を明確に記述
ヽ

平均評定値

このシステムを利用して他のサーバに登録するよりも,利用せずに自分のサーバで調査したい【

2.編集画面について

何を入力すればよいかがわかりにくい｡

タイトルや教示がどこにどのように表示されるのかがわからないので困る｡ --･

どのくらい長い教示文だと携帯電話で表示しきれないのかがわからないのが困る｡

回答法が3件法と5件法と自由記述だけでは困る｡
r終了画面にリンク表示するURl.｣の意味がわかりにくい｡

終了画面にリンク以外のことも表示できるようにしてほしい｡

質問項目の入力がしにくし

回答法を選択するのがめんどうだ｡

上-,下-,という順序の変更は不要である｡

項目範囲を指定して,呈示順序をランダムにするよう指定できるとよいD

項目入力画面の指示が煩雑で,わかりにくい｡

既存の調査の修正を,どこからどうやったらよいのかがわかりにくい｡ ･

何項目かごとにまとめたい時があるので,節を表示できるとよい｡ --･

実行画面について

次のページを見るためには,回答を入力せねばならないのがめんどうだ｡

IJRL表示について

調査のURLをどうすればいいのかが,これだけではよくわからない｡

どうせなら, QRコードも出力してくれるといいと思う

データ管理について

データの形式がよくない｡

ダウンロードと削除の仕方がよくわからない｡

学生に利用させた際の印象等について

利用させるためのサイトを作るのが面倒だった｡

学生に調査画面にアクセスさせるのが大変だった｡

学生にはこうした調査方法は好評だった｡

学生から様々な苦情があった｡

図11各質問項目の平均評定値
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してほしい｡｣

3, 19)の節に関連した希望:｢節毎に件法､ラベ

ルを変えられるとよい｡｣

4. 25)のURLに関係した希望: ｢QRコードが利

用できない携帯電話ではURLを入力しづらいので､

URLをできるだけ短くしてほしい｡｣

このうち､最後のURl｡を短くすることについては

実現が困難であり､あらかじめURLの短いWebペー

ジに携帯電話調査画面へのホットリンクを掲載するな

どして､対応してもらう必要がある｡

その他の希望については､督､極めて重要で必要な

点であり､今後の改良の指針とするものとした｡

4　結論

4.1まとめ

本研究では､学生に極めて肯定的に受け止められて

いる(水野, 2007)携帯電話調査を簡単に作成するこ

とのできる､携帯電話調査作成用Authoring System

を開発し､利用していただいた教員に対し､評価や要

望を聞くアンケートを実施したoその結果､否定的項

目の評定値はおしなべて低く学生にも好評だが､回答

法について､専門的で貴重ないくつかの示唆が得られ

た｡

4,2　今後の課題

得られた示唆に基づく今後の課題は､以下の6つで

ある｡

1.数項目ごとに異なった視点から回答してもらえ

るよう(例:｢A. ～について｣､ ｢B. ～につい

て｣等)､節を設けられるようにする｡

2.回答法を､ 2件法から6件法まで対応できるよ

うにする｡

3.節毎に何件法で回答するかを設定できるように

する｡

4.節毎に件法のラベルを変更できるようにする｡

5,終了画面の教示を設定できるようにする｡

6, QRコードを自動出力するcgiを付加する｡

この他､回答には含まれなかったが､様々な調査用

紙を分頬･検討して考えられた課題は､以下の2つで

ある｡

7,節毎の項目順序をランダム化できるボタンを追

加する｡

8.媒体を携帯電話にするかPCにするか､それと

も､両方用意するかを選択できるようにするか､

あるいは､最初から両方作成し､リンク名に"cp"

をつけるか否かでどちらでも利用できるようにす

るなどしてパソコン用Webページの調査作成シ

ステムとしても活用してもらえるようにする｡

今後は､こうした改良を施すことで､本システムを､

より使いやすく適用範囲の広い携帯電話･ Web調査

作成Authoring Systemへと発展させていく所存であ

る｡
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